
鮪
二
番

第
四
淡

党

叫

三
八

近

畿

地

方

地

質

灘

観
2

一
'
族

行

目

程

近
畿
地
方
は
地
質
の
鼻
化
に
富
み
.
此
頻
的
狭
い
範

囲
で
種
々
興
っ
た
地
贋
岩
石
を
賓
見
す
る
事
が
出
凍
る

殊
に
交
通
の
利
便
が
他
の
地
方
よ
-
も
開
け
て
居
る
か

ら
'
短
時
間
に
多
-
の
観
察
を
遂
げ
る
事
が
容
易
で
あ

る

0先
づ
京
都
を
中
心
だ
し
て

7
日
行
程
な
ら
ば
'
白
川

口
よ
-
途
中
花
園
岩
だ
之
を
貰
通
せ
る
岩
脈
を
槍
し
っ

ゝ
比
叡
山
に
上
皇

大
乗
院
'
根
本
中
堂
を
経
て
四
明

獄
の
頂
上
に
て
京
都
盆
地
を

一
輝
の
裡
に
収
め
'
山
河

の
形
勢
や
地
形
地
質
の
関
係
を
考
察
し
.
坂
本
に
下
-

江
著
賊
道
を
利
用
し
'
三
井
尊
下
に
下
華
L
P
練
兵
場

の
北
よ
-
千
石
岩
に
上
,A/

花
覇
斑
岩
中
の
長
石
を
探

-
､
国
に
進
み
で
北
開
潜
ビ
石
衣
山万
及
粘
坂
.山方
1J
の
鯛

石

川

成

章

接
部
を
追
跡
し
'
柘
溜
宥
'
健
次
石
'
韮
青
石
等
を
採

取
し
'
大
文
字
山
を
経
て
花
閲
食
中
に
褐
廉
石
を
尋
ね

な
が
ら
銀
閣
寺
に
下
る
が
如
き
は
興
趣
多

き
1
日
の
速

足
で
あ
る
P
二
日
程
な
ら
ば
発

7
日
は
某
都
よ
･C,奈
良

弗
に
で
木
津
に
著
し
.
閣
閣
舘
に
粟
換

へ
､
加
茂
に
て

ク
エ

下
卑
L
t
恭
仁
橋
を
渡
･,,荘
開
署
.
片
麻
岩
､
賓
母
片

ワ
ツカ

tリ
トラ

岩
の
嫡
接
慶
賀
を
険
し
'
和

文

川
を
翻
り
､
撰

原

村
の

丘
陵
上
に
備
俺
嘩
洗
掘
伊
を

7
暫
し
.
和
兼
河
畔
に
下

-
.
荘
園
潜
だ
古
生
暦
粘
坂
悪
ど
の
嫡
接
部
に
横
堀
状

を
璃
し
て
散
離
せ
る
婁
青
石
を
探
-
.
中
和
乗
付
礎
石

煉
瓦
原
料
採
取
場
を
硯
察
し
､
綬
医
を
上
-
木
屋
峠
を

越
え
て
木
津
川
淡
谷
に
下

-
､粘
坂
岩
だ
花
崗
岩

あヾ
嚇

接
部
附
近
に
紅
柱
石
(容
晶
石
)
ー電
束
石
を
求
む
べ
-
.

木
津
河
畔

ペ
グ
マ
タ
イ
-
岩
脈
よ
-
白
雲
母
を
採
取
し
､

潜
血定
に
着
L
t
木
津
の
清
流
に
臨
め
る
笠
僚
旗
飴
に

7



泊
L
I
第
二
日
は
早
起
電
造
山
に
登
-
'
花
稀
岩
の
掘

々
の
節
理
に
困
れ
る
奇
;･fS
､
木
津
川
両
岸
の
河
段
や
､

准
'4
'_a
:,rbT
地
形
を
触
媒
L
t
昔

舵
駆
よ
-
汽
井
に
凍
じ

奈
良
に
至
-
'
煎
:
谷
に
入
-
て
'
鍵
僻
や
舌
釦
不
安
山

山号
1
破
推
せ
ら
る
ヽ
第
三
紀
山1
分
ビ
褐
炎
と
の
蕗
城
を

伶

し､
更
に
懲
漢
を
上
-
て
迫
側
に
片
廉
,:〃
､
.i:'1母
片

TJrr取探利尿f東棟右舷村凍fn中

岩
の
分
解
の
希
程
度
を
観
察
し
､
三
笠
山
頂
に
首
軸
石

安
山
岩
を
採
収
し

且
つ
奈
良
盆
地
を
轍
下
し
､
典

さ

に
地
文
人
文
の
関
係
を
考
察
す

べ
き
で
あ
る
｡

新
し
史
に

7
日
行
程
を
追
加
す
れ
ば
'
奈
良
よ
-
汽

布
に
て
;+
.子
を
経
て
下
田
に
下
瀬
L
t
火
劫
に
食
剛
砂

(柘
雌
石
)
の
採
収
地
を
親
察
し
､
問
カ
ニ
上
火
山
に
上

荘
熊
地
方
地
質
稚
戦

h
で
'
要
件
柘
将
.{
安
山
岩
ー
青
銅
石
安
山
岩
･
研
朋

栄
'
枚
帝
･=廿
等
火
山
両1<
の
研
究
や
火
山
地
貌
の
鬼
撃
を

排
に
す
る
叫
を
得

ペ
-
､
庇
に
二
=
を
加

へ
て
;i
;
秤

棉
./,
せ
ば
'
大
阪
城
導

,J
･:=川
野
小-_J
軌
坤
と
を
利

用し
'

紀
伊
兇

峠
に
閃
紘
雪

片
施
両1<
及
び
和
束
砂
岩
続
を
妨

断
し
､

紀
之
川
渓
谷
に
下
り
､錬
鵬
角
閃
･=16
.石
持
千
枚
･
T.'h

栄
を
概
容
す

べ
-
､
九
皮
山
よ
-
丹
生
川
に
沿
ひ
椎
出

を
杭
で
･Lt!
野
山
に
上
る
関
に
哉
父
方
錆
付
を
退
城
Li
く

席
は:2す
る
節
を
符

ペ
し
0

京
都
大
や
工
率
部
抹
輔
冶
金
砕
料
に
於
で
は
､
二
十

五
六
年
前
よ
-
､
布
舛
畢
生
の
馬
め
に
地
質
の
見
学
旗

行
･̂･･J賓
施
せ
る
が
'
多
S
･の
緯
廠
上
'
趣
味
と
詐
益
の

鮎
よ
-
考
慮
遭
棺
の
細
雪

X･-の
=
神
を
定
め
数
年
水

之
･'q･J賓
施
せ
-
｡

近
戟
地
方
地
質
倍
額
準

仰
日
程
(九
日
行
程
)

第

7
円

午
前
七
時
竺

加
部
費
'
午
前
九
時
木
摺
着
､

㈲
西
域
迫
に
粟
-
湊

へ
十
時
加
茂

華
木
津
川
支
流
和

束
川
を
柳
-
､
撰
g
･:浦
俺
抹
弼
所

､
巾
和
束
碓
前
煉
克

原
料
代
以
場
を
鵬
察
し
木
槌
峠
を
準

te
木
津
川
本
涜
淡

谷

に
下

-,l環
舵
に
着
泊

究

七

二
九



地

球

第
二
日

笠
置
登
山
.

午
前
十

【
陣
笠
澄
密
事
p
十
二

時
奈
良
着
.
鷲
院
に
入
-
麓
三
紀
厨
.
石
衆
井
に
雲
母

片
岩
､
片
厳
君
親
寮
､
三
登
山
者
鋤
看
安
山
岩
踏
査
.

奈

良

泊

レ

琴

二
日

午
前
七
時
寧
奈
良
聴
汽
串
に
て
王
子
を
綻
p

列
車
を
韓
換

へ
八
時
等
下
悶
着
.
穴
曲
射
金
剛
砂
採
取

場
'
及
び
二
上
山
青
鯛
質
母
安
山
岩
.
栓
脊
岩
'
讃
岐

岩
を
親
.
ド
ン
ズ
リ
ポ
ー
に
登
-
凝
衣
岩
'
峡
谷
威
容

の
上
.大
阪
城
造
太
子
口
曙
に
出
で
､
ニ
着

帯
に
至
上
南

野
電
軌
革
に
粟
-
換

へ
で
天
魔
に
て
下
卑
'
紀
伊
見
時

を
越
え
'開
披
岩
､
角
開
港
麻
山雪
和
泉
砂
岩
純
減
察
.

販
路
(間
遭
)を
下
-
紀
伊
見
降
に
出
で
'
電
動
車
に
て

橋
本
に
著
し
'
賓
に
紀
和
域
道
に
て
高
野
口
に
着
泊
｡

舘
四
日

高
野
口
聴
､
紀
の
川
の
河
原
の
磯
を
槍
し
､

上
流
中
流
地
方
の
地
質
を
考
察
し
､
南
岸
に
石
墨
千
枚

岩
､
紘
泥
角
閃
･:前
を
観
.
九
度
山
村
よ
･C,
丹
生
川
に
治

で
柳
rI,'千
枚
岩
.輝
練
凝
次
岩
の
好
露
頭
･jJ
両
岸
の
河

段
ビ
を
観
察
し
p碓
出
を
拝
で
高
野
山
に
上
-
.途
上
秩

父
古
生
潜
上
中
都
各
種
の
岩
石
を
観
察
し
'
高
野
山
上

に
着
泊
｡

第
二
容

第
E
I敏

男

八

三
Q

ア
サ

フ
ヅ

第
五
日

高
野
山
よ
-
鏡
石
､花
阪
.
麻

生

浄

峠
を
経
て

虜
手
に
下
る
､
こ
の
間
に
教
父
古
生
暦
及
び
飴
晶
片
岩

暦
を
観
察
し
.
東
に
飯
盛
館
山
の
地
質
僚
床
､
及
び
坑

道
内
外
を
戚
察
し
名
手
輝
に
着
泊
｡

詣
六
日

名
手
教
和
歌
山
市
輝
に
萱
I
へ
南
海
電
串
に

ょ
-
孝
子
輝
に
至
-
'
孝
子
峠
を
越
え
和
泉
砂
岩
既
を

観
察
し
､再
び
孝
子
輝
に
蹄
-
､南
醇
電
単
に
で
和
歌
山

市
に
至
-
､電
車
を
策
-
換

へ
紀
三
井
寺
､及
び
新
萄
和

歌
浦
の
地
質
(結
晶
片
岩
)を
親
察
し
､
和
歌
浦
泊
｡

第
七
日

和
歌
捕
聴
電
車
に
て
和
歌
山
市
曙
に
莞
-
'

南
海
電
車
に
乗
-
換

へ
'
推
挽
に
萱
-
更
に
大
阪
梅
的

騨
よ
-
舞
鶴
融
に
よ
旦
相
知
山
に
着
泊
T

第
八
日

福
知
山
駿
由
良
川
堤
防
に
於
で
建
築
石
材
を

槍
し
､
山
陰
線
汽
単
に
で
止
稚
久
野
に
著
し
~
石
切
場

井
に
随
造
附
妃
に
て
玄
武
岩
一官
職
察
し
､
下
夜
久
野
に

向
ひ
.
途
上
中
生
代
の
倣
雅
紀
の
砂
岩
+
頁
潜
'
石
衣

潜
を
険
し
も
娩
'
珊
瑚
､
海
官
命
等
の
化
石
脊
索
め
.

下
裾
久
野
敏
汽
革
に
て
亀
岡
に
着
泊
｡

p
クヤ

箪
九
日

亀
岡
僚
鹿

谷

村
大
谷
重
石
楯
山
渦
寮
の
上
'

棟
天
細
山
に
萱
-
､
粘
板
岩
と
我
揃
倉
b･,
の
梱
接
鍵
栗



を
槍
し
-
梯
石

(韮
山骨
石
の

一
種
)
を
求
め
京
卿仰
に
k師

着
｡以

上
の
日
程
は
十
分
の
徐
裕
を
存
す
る
を
以
て
､
各

地
に
就
き
歴
史
又
は
人
文
地
理
上
の
研
究
を
も
死
ね
行

ふ
革
を
得

ペ
し
.
若
し
太
れ
健
脚
家
が
切
-
詰
め
旅
行

を
男
さ
ん
,fJ
欲
せ
ば
､
前
記
日
程
は
東
に

1
両
日
の
鹿

確
を
裳
す
事
を
符

ペ
L
O

こ
'
地

階

構

造

近
畿
地
方
の
地
形
図
又
は
地
質
国
を
展
開
し
て
､誰
で

も
束
の
附
-
事
は
､
琵
琶
湖
よ
り
淀
川
流
域
を
握
で
大

阪
轡
に
至
る
東
北
閣
南
の

山
大
階
没
地
灘
の
外
に
'
殆

ん
'rPJ,
南
北
と
東
西
亡
に
走
る
判
明
な
る
線
の
豊
潤
も
研

列
し
て
居
る
事
で
あ
る
'允
づ
京
都
､奈
良
耐
盆
地
の
廃

坑
を
畜
せ
る
山
地
は
'
古
生
暦
か
片
麻
岩
系
か
又
は
先

箱
砦
よ
り
戊
-
.
基
線
蓮
に
第
三
紀
膚
の

1
段
低
き
丘

陵
が
朋
走
し
て
居
る
が
'
賓
に
鋭
利
な
る
南
北
線
を
書

い
て
居
る
'此
の
盆
地
の
閣
境
を
着
せ
る
山
地
も
p京
都

盆
地
で
凪
肇
岩
山
よ
り
南
方
に
延
家
せ
る
青
蛮
暦
の
所

謂
廃
山
が
箇
北
の
兼
を
轟
き
'
大
和
に
入
り
生
駒
山
よ

政
敵
地
方
地
質
稚
拙

-
こ上
火
山
を
経
て
蕃
城
ー
金
剛
山
塊
に
迫
る
山
地
が

亦
美事
な
南
北
の
線
を
轟
い
て
屠
る
､其
の
西
側
~駒
津

和
泉
の
平
野
に
臨
む
境
界
も
.
南
部
の
第
三
紀
丘
陵
地

を
除
け
ば
､
大
鯉
に
於
で
南
北
で
あ
-
､末
力
琵
琶
湖
の

南
軍
の
狭
長
な
る
部
分
か
ら
､
正
筒
に
深
-
別
人
せ
る

瀬
田
の
深
谷
も
､亦
南
北
党
の
顕
著
L
b
る

7
牌
で
あ
る
.

次
に
東
西
の
腺
の
最
も
顕
著
な
る
は
紀
伊
川
の
断
瀞

縦
谷
で
あ
っ
て
'
其
北
側
の
片
麻
岩
'
和
泉
砂
岩
の
山

脈
は
､
南
側
の
結
晶
片
岩
.
及
び
着
生
厨
の
山
嶺
ビ
共

に
署
之
に
併
走
せ
る
を
視
る
.
基
よ
り
北
方
に
於
て
某

国
の
藩
は
大
和
川
中
流
以
下
ビ
木
津
川
上
流
亡
に
よ
-

て
代
愛
せ
ら
る
'
瀬
田
川
も
開
津
の
苗
に
於
て
酉
に
折

れ
.
是
よ
-
淀
江
山
城
の
団
塊
に
至
る
悶
'
明
に
兼
酉

の
舘
を
轟
い
て
流
れ
て
居
る
､
斯
-
近
畿
地
方
に
は
､

東
関
ど
南
北
ど
の
著
し
い
構
造
線
が
あ
っ
て
'
地
健
は

是
等
の
線
に
よ
う
て
幾
多
の
ブ
｡
ツ
ク
ス
に
卦
た
れ
.

所
謂
地
艶
を
構
成
し
.
地
盤
だ
地
盤
と
の
問
の
低
凹
地

が
京
都
'
奈
良
'
山
科
の
如
き
略
長
方
形
の
盆
地
を
形

成
し
.
第
四
紀
の
初
め
に
は
湖
沼
で
あ
っ
た
の
が
､
漸

チ
グ
う

次
隆
起
し
て
陸
)･J
腐
り
'
宜

掠

池
は
即
ち
其
残
物
で
あ

E
九
九

三l



_

*

る

○東商
甫
牝
の
他
に
著
し
い
構
造
線
は
芳
青
潮
よ
b
瀬

戸
内
港
に
連
れ
る
特
捜
地
帯
に
平
行
せ
る
東
北
酉
甫
の

漁
と
丹
汲
高
原
の
古
生
居
の
構
轟
に
.基
け
る
層
北
東
甫

の
農
亡
で
あ
っ
て
'
*
者
は
淀
川
に
よ
-
て
代
衷
せ
ら

れ
'
後
者
は
保
津
川
､
木
津
の
下
沈
及
び
宇
治
川
に
よ

O
で
代
表
せ
ら
る
｡

水
陸
変
温
路
は
壬
と
し
て
是
等
の
構
亀
井
に
滑
ふ
も

の
が
多
-
.
古
木
村
落
部
邑
の
者
達
や
住
民
移
動
の
荘

路
が
亦
多
-
此
瀬
に
沿
ふ
て
居
る
事
が
顕
著
で
あ
る
､

奈
良
.
平
安
の
尭
都
は
勿
鎗
'
其
よ
h
以
前
に
於
け
る

帝
都
の
垂
轟
も
､
亦
是
に
よ
D
で
追
跡
す
る
事
が
出
凍

る
､
是
れ
地
境
構
造
}J
人
文
発
達
史
亡
の
騨
係
-こ
於
で

見
逃
が
す

べ
か
ら
ざ
る
事
項
と
詞
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.

三
'
片
烏
老
妻
骨
片
着
せ
花
t
磐

片
食
券
系
は
､近
畿
地
方
に
於
で
河
内
､大
和
よ
-
伊

賀
伊
勢
に
亙
h
て
農
大
な
る
面
兼
を
占
め
'
毎
に
花
剛

岩
だ
伸
雄
せ
･･h
P
其
の
花
内
岩
と
片
廠
倉
と
の
JE
係
に

栽
て
は
善
雷
に
考
へ
る
事
の
出
凍
な
い
義
が
あ
も
'
食

･!
一義

書

雷

巻

竜

..

'云

t
葛
城
山
塊
の
毒

に
於
で
は
｢
豊

丁

繊
姓
に
至
る
鵬
の
亀
寮
に
依
れ
ば
.
曇

蝉
着
払
撫

夫
片
妖
花
{
券
に
暮
ケ
'
藁
的
.1
者
最
た
る
養
寡
を
竃

む
る
事
が
出
木
や
.
片
基
布
鱒
者
は
戒
も
轟
で
算

叔

石
瑚
不
尭
争
で
あ
る

が
戒
も
轟
は
山里
雷
で

も
つ
で
'
婁
せ
片
倉

糠

は

一
局
轟
･ii等

tL
も
に
濃
ぎ
ぬ
｣
此
片

'

菜

4
着
は
明
か
に

ql雷減少[)

我
鱒
倉
が
舞
カ
4
･費

け
て
汗
水
有
毒
A
･皇

す
る
に:
至
っ
た
も
の

亡
息
打
も
～
が
.
鼻

A
J地
賃
嶋
に
片
簸
着

せ
着
色
せ
ら
れ
た
も

の
ぞ
考
へ
ら
る
ゝ
｡

'

又
ね
集
亦
加
茂
の
牝
を
育
洗
す
る
未
津
川
#
岸
t.
串

F
J等

に
&
,で
は
･
我
嶋
者
は
明
に
片
嘗

垂

,.

責
の
*
･.普

･集
へ
･
鴨
蓑
竃
葛

篭
章

･書

林

,･7.･.



結
晶
)
､白
書
伸
を
生
成
せ
る
を
配
る
'
而
し
て
こ
の
片

腕
･･.小
は
､
tt
H佃
片
滋
に
漸
移
し
.
憲
伸
片
-=〟
は
縞
状
組

織
を
日
.f･'せ
る
憲
付
ホ
ル

ン
7
エ

ル

ス
に
漸
移
せ
る
を
耽

る
'
此
'..同
様
な
る
如
賓
は
'

木
場
峠
に
於
で
も
少
し

-
伺
は
れ
､
ilt東

山
の
上

-
U
に
於
で
観
接
軽
質
の
作

用
ビ
共
に
明
に
認
識
せ
ら

る
'
さ
れ
ば
こ
の
片
麻
巾.{

妥
付
片
山4'
は
t
ic
生
材
の
雌
巾ぺ

粘
枚
･:〃
の
鑓
質
し
た

る
も
の
Ll
る
こ
'J
殆
ん
'･,J疑
L･t
さ
が
如
し
.

以
上
記
載
L
L
J
る
は
､iitに
黙
霊
柾
を
企
む
片
麻
岩
､

若
付
片
岩
,.仏
る
が
'
こ
の
他
-<
払
よ
-
紀
伊
見
峠
に
至

る
上
-
口
に
於
て
'
角
閃
1rTt
を
<･=
め
る
片
搬
川〟
め
I
､

是
は
閃
純
岩
に
仲
ひ
'
爾
演
の
間
に
漸
移
あ
-
て
'
閃

紘
岩
が
鵬
カ
の
仲
川
を
受
け
'
片
状
和
を
〓41:せ
る
も
の

ビ
考

へ
ら
る
'
出
目光
軸
之
'
近
患
地
方
の
け
戚
詔
に
は

黒
'i..:q母
花
:.豊
前
よ
-
歩
質
せ
る
も
の
と
'
閃
級
岩
よ
-

鍵
成
せ
る
･:
の
ど
'
舌
先
相
済
ポ
(椛
山が
)
よ
-
慶
成
せ

る
も
の
ご
'
少
-
も
三
柵
あ
る
が
如
-
考

へ
ら
る
､
其

何
れ
も
ir
光
代
以
後
の
･:〟
..I
な
る
抑
明
か
な
上

納
和

歌
浦
附
近
に
於
て
こ
.<
薫
片
･:I.{

銀
非
片
岩
に
件

へ
ろ

碑
銘
硬
水
綬
嫁
の
合
.<
薫
片
腕
小心
は
'
鮎
晶
片
岩
系
に

虻
任
穐
方
地
質

難
戦

屠
す
る
分
前
に
し
て
'
花
掃
岩
に
伴
随
せ
ざ
る
昨
其
特

微
Lt
る
が
'
是
亦
他
の
糸
瓜
片
岩
ビ
共
に
'
解
脱
代
の

も
の
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
.

四
.
秩
父
古
生
屠
下
缶
.i
J結
晶
片
岩
素

紀
の
川
断
好
谷
の
摘
側
に
於
で
'
末
々
北
よ
-
両
々

谷 秋 川 ∠ヒ 舟

南
に
延
亙
せ
る
親
父
や
生
鮮
下
部
ビ
紙
Hm
片
岩
系
ど
の

関
係
に
成
て
は
'
戯
る
托
忠
に
佐
す
る
も
の
が
あ
る
}J

考

へ
ら
乙
ゝ
.
秩
父
十
兆
肘
下
部
は
誰
に
石
英
和
典
千

枚
･::{

抜
粥
乃
糾
いI.{

輝
純
凝
次
いが
よ
-
成

-
'
九
段

I,)A)ヂ

山
村
よ
-
長
川
淵
を
縦
て

椎

出

に
至
る
問
升
生
川
の
峡
丁
サ
フ

谷
に
於
て
項
部
に
鉱
山
L
t
茎
==
野
山
よ
-
押
方
･li

鐘

StO
一

三
三



地

球

ノ

津

に
下
る
間
､細
川
.載
坂
附
近
及
び
英
子
木
曜
､志
賀
､

旦
=Z
附
近
に
於
て
.
道
側
又
は
河
床
に
歴
々
其
露
頭
を

観
る
事
を
得
p
石
英
石
越
千
枚
岩
.
繰
泥
角
閃
岩
は
往

々
片
欺
石
埋
完
全
に
し
て
結
晶
片
岩
中
の
石
長
片
岩
.

紘
泥
片
岩
AfJ
容
易
に
諦
別
し
斯
き
も
の
あ
-
､
旦
向
rLt

-
廠
壁
津
に
下
る
間
に
線
泥
角
閃
岩
は
韻
泥
片
岩
及
び

紙
泥
絹
雲
母
片
岩
に
移

･=/
石
墨
石
英
千
枚
岩
は
石
墨

片
岩
に
移
る
が
如
き
瓶
あ
り
､
走
向
は
何
れ
も
北
七
十

度
東
に
し
て
p
滴
々
酉
に
三
四
十
度
傾
斜
せ
-
'
高
野

山
の
兼
北
方
丹
生
川
峡
谷
に
於
で
は
､
走
向
は
､
北
四

十
度
乃
至
五
十
度
兼
に
し
て
.
閣
北
方
に
傾
斜
せ
-
.)

給
晶
片
岩
系
は
F
施
蕉
津
の
酋
'
飯
盛
鋸
山
附
近
よ

-

新
和
歌
浦
に
至
る
間
に
於
で
之
を
観
る
な
-
.
iii
に

洩
泥
絹
雲
母
片
岩
､
石
英
絹
雲
母
片
岩
.
石
轟
片
岩
､

紅
顔
片
岩
よ
-
成
-
.
石
碍
片
岩
は

山
部
石
英
'
絹
雲

降
に
富
み
p
片
状
石
埋
比
按
的
不
完
全
に
し
て
'
石
墨

絹
雲
母
片
麻
岩
k
.挿
せ
ら
る
'
此
片
麻
岩
は
新
嘗
和
歌

浦
､
紀
三
井
寺
附
鑑
に
多
き
も
'
飯
盛
館
山
附
妃
に
は

稀
な
る
が
如
し
｡

r
教
父
古
生
府
下
酢
に‥
は
斑
色
の
輝
練
耗
次
岩
あ
れ
で

節
二
奄

第
四
幼

君

ニ

ー三
組

も
､
兼
晶
片
倉
系
に
は
之
を
放
き
､
潜
晶
片
岩
中
に
は

必
ず
紅
顔
片
岩
あ
れ
で
も
'
秩
父
暦
下
部
に
は
全
然
之

を
歓
如
せ
り
.
其
他
結
晶
片
岩
に
は
絹
雲
母
多
き
も
古

生
暦
に
は
少
な
-
.
片
状
石
理
も
亦
始
晶
片
岩
に
於
せ

覇
者
な
る
革
質
あ
ゎ
P
然
れ
.･JJ
も
石
掲
片
岩
だ
石
墨
千

枚
岩
､
練
裾
片
岩
だ
紙
泥
角
閃
岩
亡
の
問
に
は
往
々
識

別
し
難
き
も
の
あ
る
こ
ビ
前
段
記
載
せ
る
が
如
-
'
其

間
に
錯
綜
又
は
漸
移
あ
-
で
判
然
た
る
境
界
を
劃
し
難

き
勧
め
-
'
九
州
の
北
部
に
於
て
も
同
様
な
る
事
が
認

め
ら
る

ゝ
.此
等
の
革
質
に
よ
-
､兼
晶
片
岩
は
.
秩
父

古
生
暦
が
激
甚
な
る
働
力
塵
質
の
作
用
を
受
け
た
る
も

の
な
る
べ
し
だ
の
戚
を
深
か
ら
し
む
る
も
の
あ
-
'
こ

と
に
其
所
在
が
常
に
舌
生
瀞
の
練
達
に
あ
-
て
'
働
力

鼻
質
作
用
の
効
果
は
'
此
部
分
に
最
も
激
甚
な
る
べ
き

告
で
あ
る
の
は
､此
考
を
遺
書
す
る
桟
に
考

へ
ら
る
ゝ
｡

五
､
宙
寛
厚
逆
接
嘱
艶
質

京
都
附
近
に
於
て
古
生
屠
ビ
花
岡
岩
ど
の
接
触
鼻
質

の
状
態
を
観
る
べ
き
は
京
都
の
東
､
如
意
ケ
撤
よ
-
東

方
池
の
地
裁
に
至
る
聞
､
近
江
周
党
別
靡
'
石
山
開
逓



丹
波
凶
相
天
神
山
､
山
城
団
加
饗
耶
中
和
鹿
川
河
戊
に

突
起
せ
る
巌
'
和
火
付
よ
-
大
津
川
渓
谷
に
下
る
米
屋

畔
等
で
あ
る
'
花
･:仰
山:～.∬
人
の
鮎
兇
如
意
ケ
緑
の
粘
故

山:S
に
は
粥
茸
.G
や
iS
:;冊
前
か
｣任
し
､
北
ハ粟
に
於
で
北
岡

に
研
列
せ
か
洩
蜂
の
:G
炎
夏
は
､
花

･3
山1.,tT
ビ
接
籾
し
白

色
紋
日州
罰
と
湾
上

位
凍
石
'
捕

樹ポ
'
べ
ス
ー
プ
ポ

二晩 探 r'滑 茄

等
を
生
成
せ
り
'
前
山
等
の
不
凍
･:打
も
亦
白
色
耗
晶
僻)

に
し
て
'
美
加
な
る
球
次
不
か
:壁
成
せ
-
0

リウ
ラ
'

ワ
,刀

山
城
は

和

繁

郡

和
光
付
和

米

川

(菅
の
和
泉
川
)
を

翻
れ
ば
'
不
動
楯
附
近
に
稚
…仰
山:q
L
･片
麻
･:lG
と
の
秘
技

部
が
あ
-
､
是
よ
ト

和
束
川
に
治
ひ
謝
る
九
約
十
町
許

り
に
し
て
'
解
迫
側
に
'
鍛
批
構
造
を
日.F'し
領
収
の
戯

鉦
鼓
地
方
他
年
粍
救

る
懲
雅
L.
る
碓
額
山方
の
演
出
あ
-
'
=
の
軒
並
は
北
山阿

岩

･J･
七
生
瀞
と

oJl域
接
部
に
し
て
'
注
意
し
っ
～
進
め

ば
'

蹄～
青
味

中藤
.ペ
る
次
臼
色
の
雌
化
せ
る
粘
牧
山打

が
河

床に
奨
北
た
る
を
尊
兄
す

べ
し
､
接
近
し
て
吐
戚

す
れ
ば
'
岩
石
の
洗
面
に
向
色
の
斑
鮎
が
倣
多
倣
推
す

る
を
目
撃
す

べ
L
t
Hだ
如
籾
接
の
触
光
赫
坂
山〃
中
の
滞

土
封
土
'J
t花
崗
岩
菜
中
の
雌
綬
'J
化
合
し
て
､生
成
し

た
る
発
育
16
に
し
て
､
凌
人
二
逆
火
=州
の
弟
め
六
連
形

を

‖
+il
L
t
共
形
相
花
'J
似
LJ
る
を
以
っ
て
松
前
の
名
あ

れ

'

解
迫
の
革
帯
:G
ご
邦
ト
で
､
多
色
性
九･1.映
け
る
は

炎
雑
作
で
あ
っ
て
､
筋
茄
は
大
部
分
分
解
し
て

｢
'i,
チ

イ
ト
｣
に
お
っ
て
店
る
'
故
菊
地
安
博
士
が
､
普
通
の

聴
音
石
･1･.拓
別
し
て
特
に
楼
1.6

/C
e
asitc)
と
名
け
ら

れ
た
の
は
即
ち
こ
の
和
の
も
の
で
'
丹
後
凶
相
天
柵
や

野
州
汚
良
相
川
に
産
す
る
も
こ
の
稲
勅
で
あ
る
.

こ
の
摺
1.7
の
粘
板
山..i.
に
存
在
す
る
状
況
か
,維
怒
す
れ

ば
'花
仙盟
.fTG
と
の
簡
接
部
に
故
も
密
に
し
て
之
よ
り
迫
か

る
に
経
て
漸
次
疎
に
散
鮎
す
る
の
に
容
易
に
束
附
-
o

水
位
峠
よ
り
木
.e
の
渓
谷
に
下
-
笠
投
に
至
る
間
に

は
､
物
色
の
烈
安
価
粘
頼
1..6
小

に
白
色
押
角
枇
状
の
塞

G.C
三

三
五



穐

t

.T
球

晶
前
む
散
鮎
丁
去

も
の
が
待
ら
る
ゝ
'
こ
の
乍
9
.6
は

帥
ち
紅
鎌
石
の

一
柿
で
あ
っ
て
､
亦
接
触
熊
物
の

一
で

あ
る
'
仰
磁
束
桁
も
出
水
で
朋
る
が
'
是
は
稀
少
で
あ

っ
て
得
難

い
｡

六
'
奈
頁
三
笠
山
及
び
大
和
二
上
山
の
安
山
岩

奈
良
三
笠
山
の
ic
側
桁
安
山
岩
は
'
附
近
釣
三
紀
似

･A,A;破
推
し
､
節
印
加
秒
凍
牌
の
下
に
在

る
如
､
館
谷
に

｢ ~~

於
で
収
容
す
る
部

が
出
凍
る
∵
山
安

山
山16原
は
'
鈍
器

縦

土
郷
物
を
命
和
す

し･1
7
-

(止奈) 山

ろ
先
制
令
に
劣
-
.

経
て
流
動
性
に
富

ん
だ
鐸
で
あ
る
か

ら
'
紹
斜
街
に
し

て
形
状
の
美
し
い

賦
鞍
山
か
,形
成
し

た
'
而
し
て
英
次

面
に
泣
い
部
分
と

(西 ノ 弘 大)- 7k･1)メ ン ド

内
部
と
は

冷
何
の
皮

令
を
典
に

し
た
か
ら

衣
両
肘
近

に
は
改
構

質
の
部
分

が
多
く
内

部
に
入
る

に
従

っ
て

耗
晶
質
ビ

満
っ
て
居

る

〇二
上
山

は
な
剛
範

城
山
塊
の
北
i.I:-Ahlえ
ー雄
蘇
峰
席
の
耐
峰
よ
C
･成
-

'近

熊
地
方
に
於
で
火
山
の
械
･群
に
は
位
も
政
利
な
山
で
あ

る
片
腕
岩
の
非
権
の
上

に
約
三
紀
の
末
に
-5::3
-
て
叫
出

し
松
市
的雪

柘
府
石
笠
碓
安
山
ぶ
､古
朝型
不
安
山
滋
､敬

岐
砦
'
舌
朝
T¶
掌
呼
安
山
岩
よ
り
成

-
､
青
銅
安
山
岩



は
ー
三
笠
山
の
も
の
rfJ
同

1
で
~
同
時
代
の
-
の
ど
恩

は
れ
､
以
前
噴
出
に
係
る
凝
次
岩
は
､
北
麓
に
ド
ン
ズ

リ
ポ
ー
の
奇
蕊
を
点
し
て
周
る
､
婁
摩
安
山
岩
は
讃
岐

囲
高

松

附
近
に
あ
る
も
の
yJ
聯
聞
L
tJ
P
東
西
の
分
布

ヤ
ノ

を
威
し
p
温
か
に
九
州
の
北
部
.
藤
岡
膝
八

女

郡
日
向

見
'
及
び
佐
賀
豚
武
雄
の
南
｡
御
船
山
に
於
け
る
も
の

ビ
舶
呼
艦
上
で
居
る
.
こ
の
雲
母
栗
山
潜
中
に
は
柘
閥

石
の
納
品
を
倉
み
.
大
鹿
よ
-
審
日
に
至
る
間
に
於
て

虚
〝々

に
淘
汰
操
取
せ
る
金
剛
砂
は
'
此
岩
石
の
介
解
せ

る
砂
機
中
よ
-
柘
相
石
を
選
取
す
る
-
の
で
あ
る
O

柘
村
石
は
211
の
飴
晶
が
多
-
110
は
少
な
い
'
餓
ビ
聾

土
亡
を
多
-
倉
み
苦
土
ビ
石
衣
は
少
な
い
､
其
大
さ
に

ょ
-
て
用
途
を
典
に
し
.
宍
漁
村
の
富
川
工
場
に
於
で

は
'
砕
砂
機
を
蓬
極
L
t
十
種
に
分
ち
て
販
嚢
せ
-
～

魔
米
ロ月
約
二
有
人
.
春
月
の
産
額
約
十
寓
斤
に
上
る
ど

い
ふ
｡

''･)
･*

グ

ラ

フ
ィ

カ

ル
プ

ロ
ビ

ン

ス
に
就
て上

清

寅

次

郎

人
衝
の
活
動
は
.
多
少
の
例
外
は
あ
る
に
じ
で
も
'

其
の
土
地
の
地
勢
･気
候
｡天
産
其
の
他
種
々
の
地
理
的

現
象
に
多
大
の
形
饗
を
受
け
つ
ヽ
あ
る
こ
亡
は
何
人
も

柾
は
な
い
虞
で
あ
ら
-
｡

そ
こ
で
'
地
期
的
環
境
の
組

似
す
る
地
を
限

っ
て

一
馬
域
ビ
し
.
其
の
笛
域
の
自
然

的
状
況
を
探
究
し
､
其
の
人
顛
潜
動
に

ぼ
す
関
係
を

fh
･す
かこ
フ
フ
イ
カ
>_
プ

ロ
ビ
ン
ス
に
就
音
て

究
め
.
以
て
地
方
的
特
色
を
許
に
す
る
こ
と
は
､
地
理

畢
研
究
'
特
に
地
方
誌
の
研
究
に
於
で
は
､
梅
め
て
重

要
な
る
こ
ど
ゝ
信
す
る
.
地
理
的
窮
境
の
斬
似
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
甚
劃
~
即
ち
地
哩
的
地
方

G
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h
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p

l

O
l
in
ce
は
そ
の
性
質
上
'
政
治
甚
割
の
如
-
境
鼻
を

明

瞭
に
示
す
こ
亡
は
困
難
で
あ
る
が
､
彼
の
如
-
屡

々
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